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事業名

事 業
期 間

根 拠
法 令

平成25年度

会計 款 項 目

一般会
計

県民費総務費 交通安全対策
費

説明事業

彩の国交通安全県民運動推進事業費

戦略項目

担当名:担当名:総務・企画担当

12　　　日本一の共助県づくり

010402　交通安全対策の推進

予算額

決定額 △3,185△3,185

現計額 8,2578,257

△3,185△3,185

8,2578,257

5,0725,072

補正後の
予算額

財　　源　　内　　訳

繰入金
一般財源

番号

路上寝込み等による交通事故死ゼロ対策事業費

１　事業の概要

　路上寝込み等による交通事故防止対策を実施し、交通

死亡事故の抑止を図る。

（１）路上寝込み等による交通事故死ゼロ対策事業費

　　　　　　　　　 　　　　　　　　　△3,185千円

２　事業主体及び負担区分

（県10/10）

３　地方財政措置の状況

　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

　9,500千円×0.3人＝2,850千円

５　事業説明
（１）事業内容
　　ア　路上寝込み等による交通事故死ゼロ対策事業費　　　　　　　　　　　　　　　8,257千円
　　　啓発用ポスター及びチラシを作成し、各種の交通安全活動において活用する。
　　　また、酒類提供飲食店関係団体を通じて各店舗に掲示用チラシを配布し、飲酒客に対する注意喚起を行う。
　　　さらに、県内全ての老人福祉センターに個別に訪問して啓発ポスターの掲示や交通安全アドバイスにおける
　　注意喚起等の協力を依頼し、高齢者による路上寝込み防止を図る。

（２）事業計画
　　ア　酒類提供飲食店関係団体への協力要請・連携（平成25年5月～）
　　イ　老人福祉センターへの訪問による協力要請・連携（平成25年5月～）
　　ウ　ポスター、チラシの作成（平成25年5月～）

（３）事業効果
　　　路上寝込み等による交通事故防止対策を行うことにより、交通死亡事故の抑止を図る。

　　　酒類提供飲食店関係団体、老人福祉センターとの連携
（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況

　　　緊急雇用創出基金の活用により、民間に委託する。

（５）補正予算の概要
　　　入札差金発生に伴う減額

(単位：千円)

分野施策


